
の具体的経済活動様式を知るべく,考察を試みた｡

(3) まとめ

三浦半島の漁業は,昭和46年から52年にかけて,県漁業の全体的衰退傾向を背景として,急速に,

神奈川県の中心としてクローズアップされるようになった｡ 県全体の大幅な漁業経営体数減少動向の

中で,三浦半島漁業がなお多数の経営体を擁し,高シ､地位を保っているのは,近年のわかめ養殖業導

入と,それに伴う漁業経営の省力化及び安定の故であった｡従って,漁業業種構成に目を移すと,経

営体総数ではあまり変化のみられなかった三浦半島漁業も,実は内容的に大きな変化をたどっている

ことがはっきりする｡即ち,経営体総数の安定は,わかめ養殖業経営体数が大幅に増えた反面,採貝

秦,釣 り漁業を主とする経営体が,著しい減少を示し,両者が相殺された結果なのである｡栽培漁業

の導入によって,小規模な磯資源採取の地位が低下し,また投下労力の大きい釣 り漁業の如き漁法が

一部地域を除いて散られなくなるに至ったのは,興味深い現象である.なお,ここ1･2年,わかめ

養殖業が停滞気味であることから,今後の三浦半島漁業の動向も注目される｡

三浦半島の観光の一大特色は,海水浴に代表される大衆性と,ヨット,別荘に代表される高級階層

性といった両極端な二面性を兼備していることであろう｡このような観光の二面性こそ,都心に最も

密着した三浦半島の如き海洋観光地の特色であり,都市生活者の観光に対する需要の多様性を一カ所

に反映した結果でもある｡ だがその中で,漁業との関連から大きな意味を持つのは,海水浴と遊漁で

ある｡ヨットや景勝地遊覧には,漁協によるヨット管理といった一部の例外を除くと,概して漁業者

が関与することはない｡ヨット,別荘のような高級観光には,地元漁家の零細な資本をもってしては

参与する余地が一切ないのである｡また一方,漁業労働力を最も大量に吸収し,海面利用を大きく塗

り変える観光は,海水浴である｡

都 市 の防災 に関す る地理学的考察

一 東 京 都 港 区 を 例 と して一

田 中 直 子

港区を対象として,都市の防災について考えてみた｡都市の災害には,大火,洪水,高潮,海岸決

港,崖崩れ,地震,地盤沈下などいろいろなものが考えられるが,地震災害を考えればこれらすべて

のものが包括できると思うので,地声による災害を中心に考えていくことにする｡港区はオープン･

スペースが広く,地盤もしっかりしているので比較的安全性の高い地域であるが,次の3点により港

区をフィール ドとすることに決めたo

1.地形が復雑である｡ (台地,低地が入り組んでいて崖が多い｡)

2.古くから発達している｡

3. 都市構造が多様化している｡ (住宅 ･商業 ･工業地区が地域的に混在している｡) (台地と低

地で人々の生活に差がみられる｡)

次に論文の内容であるが,

第-章では,港区の概観と防災に関する基礎的要因- 自然的要因 (1.地形,2.地盤 ･地質,3.液
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状化現象,4.河川 ･水系 ･高潮,5.崖 ･擁壁),人文的要因 (1.都市構造,2.*-プソ･スペース,

3.道路,4.建物の分布,5.木造建築物の被害,6.危険物分布,7.火災焼失率,8.人ロ,9.g災による

市街地の危険性)について,種々な資料をもとにフィール ド調査の結果も加えて考察し,まず現在の

港区を全体的に把捉した｡

次に現在の港区の都市構造を生み出すのに大きく影響を及ぼした江戸の都市的土地利用,地形につ

いて注目し,第二章では市街地の発達過程を主に江戸の都市的土地利用を中心に述べた｡第三章では

土地条件図と土地利用図を利用して,土地条件 (低地,台地,斜面,埋立地)と都市構造の関係につ

いて検討した｡

港区は台地と低地が入 り組んでいて崖が多いが,第四章では,壁,擁壁に注目し,その周辺の都市

的土地利用を現地調査の結果を中心にまとめた｡ 最後に以上のことから港区の防災についての考察を

試みた｡

港区の土地条件と都市構造の関係をみてみると表 1のようになり,その特長としては,次のような

ことがあげられる｡

1.住宅地域一一一台地への集中が著しい｡

2. 商業地域--1まとんどが低地,しかも新橋地区に集中している.

3. 工業地域一一｣璽立地,低地 (古川低地)に存在するが,そのほとんどが埋立地にある0

4.公共施設- *学,研究所などがあるので台地-の分布が他に比べて多いけれども,だいたい平

均している｡

5.増立地は運輸流通施設 (主に倉庫)としての利用が多い｡

以上のような土地条件と土地利用の関係をふまえた上で,内容的に重要だと思われる地域 9つ (表

2参照)を選びだし,その各々について防災的な観点から考察を試みると表 2のようになる｡ 第五章

では,この裏から読みとれることを述べている｡
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･表 1.土 地 条件 と土地 利 用 の関 係

･
L
I
t
0
0
-

一般住宅 甲南層住宅 住宅地域 商業地区 業務地区 商業地域 工業地域 公共施設 オープこ/.スペース そ の 他 合 計

低 地 41 3 44 17 16 33 3 16 ll 0 107
34.5 33.3 *34.4 65.4 48.5 55.9 23.1 28.6 25.0 0.0 (30.84)

斜 面 22 1 23 1 2 3 0 12 14 0 52
18.5 ll.1 18.0 3.8 6.1 5.1 0.0 21.4 31.8 0.0 (14.99)

台 地 56 4 60 5 4 9 1 18 Ⅰ6 1 105
47.1 44.4 46.9 19.2 12.1 15.3 7.7 32.1 36.4 2.1 (30.26)

埋立地 0 1 1 3 ll 14 9 10 3 46 83
0.0 ll.1 0.8 ll.5 33.3 23.7 69.2 17.9 6.8 97.~9 (23.92)

合 計 119 9 128 26 33 59 13 56 44 47 347
(34.29) (2.59) (36.89) (7.49) (9.51) (17.00) (3.75) (16.14) (12.68) (13.54)(100.00)

上段 ･メッシュ数 下段 米住宅地域全体に対する低地の住宅地の割合



表 2.港 区 の防 災 に関 す る地理 学 的考 察

土地利用 土地条件 メ ッシュ数 地 盤 液状化 水 害 崖擁壁 道路密度 木造建築物 高層ビル 危険物施設 人 口昼 間 夜 間

住宅也域 台 地 60/347 C C C B 6.18 A C 13.83 C B

低 地 44/347 B C A B 7.71 A C 14.92 B A

斜 面 23/347 C C C A 5.00 B C 139.4 C B

顔莱也域 低 地 17/347 A B B C 7.53 C A 17.88 A B台 地 5/347 C C C C 5.00 B B 18.75 B C

莱務地域 低 地 16/347 A B A C 7.91 C A 18.64 A B埋 立 地 ll/347 A A C C 6.09 C A 18.85 A B

工業也域 埋 立 地 9/347 B A A C 2.00 C B 18.66 C C

危険性 A>B>C


